













①アモールトーワ……東京都足立区のアモールトーワは, 給食サービス（学校, 保育園, 福











キーワード：コミュニティビジネス, 社会性, 全人的な個人, 生き生きとした働き方
[共同研究：南大阪地域におけるコミュニティビジネスの実践的研究]


























































































































































































が, 店の生き残りをかけて立ち上げた。主な事業内容は, 給食サービス（学校, 保育園, 福




















































































・小川の庄のじいちゃん・ばあちゃんたちは従業員でもあるし, 住民でもある｡ また, 中






































































































































































































































このような参照ポイントは, いまだ有効ではあるが, 今日, 新たな問題が提起されているよ
うに思われる。それは個人だけに関わる,『私とは何者か？』という問いである。この問い
かけは, 伝統社会においては重要な問題ではなかった, というのも, 伝統社会における応答




10) しかしさらにいえば, 人間は個人レベルで思考と実行を分けることはできないので, 実行過程の分
業のあり方も熟慮すべきと考えられる。Suchman (1987)｡

































































































































































































































12) Melucci (1989) 邦訳104～105ページ。
13) Melucci (1989) 邦訳139～140ページ。



























































当然, 断るだろう。しかし, サラは, 顔の見える関係で手厚いことをやりたくてやって
いる店である。みんなで悩んで, 解決方法を考える。……もともと, 大手企業が見向き
もしなかった領域をビジネス対象としてはじめたものである。赤字になるリスクが高い
のは, ある意味, 当たり前といえる。だからこそ, 先ほど言ったように, みんなで知恵






































































































































































































では, なぜ, 他人を助けようとしている人を目の前にしたとき, 人はその人を助けようと
思うのか。それは人間の持つ本能の一つである利他性が大きく関わっている。
利他的な気持ちが人間の本性に基づくものであることを, 動物行動学者のド・ヴァール






















29) de Waal (2009) 邦訳18ページ。
30) de Waal (2009) 邦訳37ページ。
31) Eisler (2007) 邦訳279～280ページ。
32) 利他行動にもいくつかのパターンがある。たとえば, 進化生物学者のロバート・トリヴァース (R.




















































































また, 興味深いこととして, 利他性が進化の過程で身についたと考える場合, 大脳皮質のサイズ等






















































































































「スティーブン・コヴィー (S. R. Covey) によれば, 人間の基本的な要素は, 肉体, 独自
の思考や分析を行えるマインド, 感情を感じることのできるハート, そして精神（魂などの







35) Kotler, Kartajaya & Setiawan (2010) 邦訳16，19ページ。
36) Kotler, Kartajaya & Setiawan 邦訳17，19ページ。
37) Kotler, Kartajaya & Setiawan 邦訳62ページ。Stephen R. Covey, The 8th Habit: From Effectiveness to
Greatness (New York : Free Press, 2004).（邦訳『第８の習慣―「効果」から「偉大」へ』キングベ
アー出版, 2005年｡）
38) Kotler, Kartajaya & Setiawan 邦訳62ページ。また, コトラーらは「“人生の非物質的側面や永続的
な現実を暗示するものを重んじること”というスピリチュアリティ（精神性）の定義は, 創造的社
会においてこそ本当に意味を持つ」とも述べている。Kotler, Kartajaya & Setiawan 邦訳41ページ。こ
の定義は Chales Handy, The Hungry Spirit: Beyond Capitalism, A Quest for Purpose in the Modern World,
New York : Broaday Books, 1998.（増岡健一訳『もっといい会社, もっといい人生―新しい資本主義
社会のかたち』河出書房新社, 1998年）からの引用。
39) Kotler, Kartajaya & Setiawan 邦訳17ページ


































41) Kotler, Kartajaya & Setiawan 邦訳17～18ページ。
42) Kotler, Kartajaya & Setiawan 邦訳71～72ページ。
43) Kotler, Kartajaya & Setiawan 邦訳77ページ。
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Equal Partner Relationships between Workers
as Holistic Individuals
Ninako MAKINO
As is generally known, a “community business” refers to a business that does not seek profit
maximization but works toward regional revitalization as its primary objective.
Such a community business provides us with many insights into how to best realize compatibil-
ity between the social contribution and profit-making aspects in business.
We conducted several case studies through interviews with individuals working at a community
business. Through these studies, we found that all individuals enjoyed working with vigor and en-
thusiasm at the community business.
What is it that enables these individuals to work so lively in the community business?
This paper seeks to answer this question. In the search for answers, we identified many signifi-
cant problems regarding working in management organizations.
As a result, we now understand that it is most important to develop equal partnership relation-
ships among workers as “holistic individuals*,” in order to produce social benefits while realizing
business success.
*By “holistic individual,” we mean the “whole person”－encompassing not only the person’s
knowledge and physical body, but also his /her emotions and feelings, beliefs, sense of values and
even relations with other people. For instance, sometimes people may work at a workplace but
give up their daily principles or sense of values. Under such conditions, they cannot be called
“holistic individuals.”
